
提
　
言

　

世
界
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
が
経
済
に
暗
い
影

を
落
と
し
、
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡
っ
て
い
る
国
と
そ

う
で
な
い
国
と
の
格
差
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
加

え
て
、
従
前
か
ら
見
ら
れ
る
大
国
間
の
対
立
を
背
景

と
し
た
世
界
の
分
断
傾
向
は
、
感
染
拡
大
を
受
け
た

自
国
優
先
の
輸
出
制
限
措
置
等
に
よ
っ
て
さ
ら
に
顕

著
に
な
る
な
ど
、
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序

は
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。
他
方
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
な
ど
、
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
、

国
際
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
ワ
ク
チ
ン
や
環
境
に
優
し
い
製
品

な
ど
、
必
要
な
も
の
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
速

や
か
に
供
給
さ
れ
る
世
界
を
実
現
す
べ
く
、
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
、
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ー
タ
等
の
国
境
を
越

え
た
自
由
な
移
動
を
制
度
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
が
持
続
可
能
な
開
発
に
も
資
す
る
よ
う
な
ル

ー
ル
づ
く
り
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
役
割
を
担
う
べ
き
Ｗ
Ｔ
Ｏ

は
、
設
立
か
ら
四
半
世
紀
以
上
を
経
て
、
当
時
の
輝

き
を
失
い
、
今
や
、
抜
本
的
な
改
革
な
く
し
て
は
ル

ー
ル
づ
く
り
や
紛
争
解
決
を
主
導
で
き
な
い
ほ
ど
機

能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
Ｗ

Ｔ
Ｏ
は
、
自
由
貿
易
を
追
求
し
な
が
ら
、
環
境
保
護

に
も
努
め
つ
つ
、
持
続
可
能
な
開
発
の
目
的
に
従
っ

て
世
界
の
資
源
を
最
も
適
切
な
形
で
利
用
す
る
こ
と

を
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
設
立
の
精
神
は
現
状

に
お
い
て
も
決
し
て
色
褪
せ
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ

今
こ
そ
、
そ
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
機
能
を
強
化
し
、

再
生
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
経
団
連
は
去
る
９
月
14
日
、「
第
12
回

Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
に
期
待
す
る
」
を
公
表
し
た
。
同

提
言
は
、
４
年
ぶ
り
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議（
Ｍ
Ｃ
12
）

を
２
０
２
１
年
11
月
末
に
控
え
た
今
、
日
本
経
済
界

の
期
待
を
改
め
て
記
し
、
多
角
的
自
由
貿
易
体
制
の

維
持
・
強
化
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
ル
ー
ル
に
基

づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
の
再
構
築
に

向
け
、Ｍ
Ｃ
12
に
お
い
て
、
次
の
点
に
関
し
、目
に
見

え
る
成
果
が
上
が
る
こ
と
、少
な
く
と
も
今
後
に
期
待

を
持
た
せ
る
進
捗
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ル
ー
ル
の
策
定
・
現
代
化

　

第
１
に
、
地
球
規
模
課
題
へ
対
処
す
べ
く
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
医
療
用
品
の

過
度
な
輸
出
制
限
を
防
止
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
策
定

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
が
ワ
ク
チ
ン
等
に
係
る
知
的

財
産
の
保
護
を
免
除
す
る
よ
う
提
案
を
行
っ
て
い
る

が
、
知
的
財
産
を
開
放
し
た
か
ら
と
い
っ
て
増
産
・

普
及
が
達
成
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
原
材
料
の
調
達

か
ら
輸
送
に
至
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
整
備
を
含

め
て
包
括
的
に
検
討
し
、
次
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

備
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

気
候
変
動
問
題
に
つ
い
て
は
、
環
境
物
品
協
定

（
Ｅ
Ｇ
Ａ
）交
渉
（
注
１
）を
再
開
し
、環
境
物
品
の
関
税
削
減
を

通
じ
た
普
及
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。そ
し
て
、Ｅ
Ｕ

が
導
入
予
定
の
、
特
定
品
目
の
輸
入
に
際
し
て
当
該

「
第
12
回
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
に
期
待

す
る
」を
公
表

い
か
ね
ず
、ま
た
、一
方
的
制
裁
措
置
等
の｢

力｣

に

よ
る
解
決
を
助
長
し
か
ね
な
い
。
で
き
る
限
り
早
期

に
上
級
委
員
会
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
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い
か
ね
ず
、ま
た
、一
方
的
制
裁
措
置
等
の｢

力｣

に

よ
る
解
決
を
助
長
し
か
ね
な
い
。
で
き
る
限
り
早
期

に
上
級
委
員
会
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

通
商
政
策
委
員
会
は
、９
月
８
日
、ン
ゴ
ジ
・
オ
コ

ン
ジ
ョ
＝
イ
ウ
ェ
ア
ラ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
懇
談
し
、
本
提
言
の
内
容
を
直
接
説
明
し
た
。

先
方
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
課
題
を
的
確
に
捉
え
た
経
済
界

か
ら
の
具
体
的
な
提
言
を
歓
迎
す
る
と
し
た
う
え
で
、

「
経
団
連
と
問
題
意
識
を
共
有
す
る
。
貿
易
を
通
じ

た
地
球
規
模
課
題
の
解
決
や
、
途
上
国
の
包
摂
に
向

け
、
作
業
計
画
を
策
定
し
て
取
り
組
む
」
と
前
向
き

に
返
答
し
た
。
経
団
連
は
、
今
後
と
も
、
Ｂ
７
、
Ｂ

20
、Business at O

ECD

（
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
）等
を
通
じ

て
、
ま
た
、
欧
米
ア
ジ
ア
の
経
済
団
体
と
の
対
話
を

深
め
て
、
提
言
の
実
現
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

物
品
が
Ｅ
Ｕ
の
基
準
で
生
産
さ
れ
た
場
合
に
生
じ
得

る
炭
素
価
格
に
応
じ
て
証
書（
排
出
権
）の
購
入
を
義

務
付
け
る
炭
素
国
境
調
整
措
置（
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｍ
（
注
２
））に
つ
い

て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
も
協
定
整
合
性
な
ど
制
度
設

計
の
あ
り
方
を
十
分
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

第
２
に
、
市
場
歪
曲
的
措
置
へ
対
処
す
べ
く
、
日

米
欧
三
極
貿
易
大
臣
会
合
で
の
議
論
（
注
３
）を
ベ
ー
ス
に
、

市
場
歪
曲
的
な
産
業
補
助
金
、
強
制
技
術
移
転
等
の

規
律
を
強
化
し
、
公
平
な
競
争
条
件
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

第
３
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
対
処
す
べ
く
、
現
在
、

有
志
国
間
で
議
論
中
の
電
子
商
取
引
に
関
す
る
規
律

に
つ
い
て
、
高
い
レ
ベ
ル
で
合
意
す
べ
き
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、｢

信
頼
性
の
あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通

（
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
：D

ata Free Flow
 w

ith T
rust

）」

を
実
現
す
べ
く
、
自
由
な
越
境
デ
ー
タ
フ
ロ
ー
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
設
備
の
自
国
内
設
置
要
求
の
禁

止
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
お
よ
び
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
等
の
開

示
要
求
禁
止
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
無
差
別
待

遇
等
に
つ
い
て
定
め
た
高
い
レ
ベ
ル
の
規
律
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
協
定
が
成
立
す
れ
ば
、
有
志

国
間
で
の
取
り
組
み
の
成
功
例
と
な
り
、
他
分
野
の

合
意
形
成
に
も
弾
み
が
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

途
上
国
地
位
の
見
直
し

　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
は
、
途
上
国
の
基
準
が
な
く
、

自
ら
途
上
国
で
あ
る
と
申
告
し
た
国
が｢

特
別
か
つ

異
な
る
待
遇｣

を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、
も

は
や
途
上
国
と
は
言
え
な
い
ほ
ど
に
経
済
発
展
を
遂

げ
た
国
が
、
途
上
国
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
、
本

来
負
う
べ
き
義
務
を
果
た
し
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

真
の
途
上
国
と
の
間
に
公
正
な
競
争
条
件
を
確
保
す

る
た
め
、
こ
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
途
上
国
の

地
位
は
、
世
界
貿
易
に
占
め
る
貿
易
額
の
割
合
や
Ｇ

Ｄ
Ｐ
等
の
基
準
に
則
し
て
差
異
化
し
、
発
展
を
遂
げ

た
国
は
相
応
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

紛
争
解
決
機
能
の
回
復

　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ル
ー
ル
づ

く
り
が
停
滞
す
る
一
方
、
案
件
が
増
加
・
複
雑
化
す

る
中
に
あ
っ
て
も
何
と
か｢

最
後
の
砦｣

と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
第
二
審
に
該
当

す
る
上
級
委
員
会
の
委
員
が
必
要
数
任
命
さ
れ
ず
、

２
０
１
９
年
12
月
以
降
、
上
訴
案
件
の
審
理
が
不
可

能
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
現
状
を
放
置
す
れ
ば
、

第
一
審
に
相
当
す
る
パ
ネ
ル
の
裁
定
の
効
力
さ
え
奪

（
注
１
）�環
境
物
品
協
定（
Ｅ
Ｇ
Ａ
：Environm

ental Goods A
greem

ent

）�

交
渉
：
環
境
保
護
並
び
に
気
候
変
動
対
策
に
資
す
る
物
品
の
普
及
を

促
進
す
る
目
的
で
、
２
０
１
４
年
７
月
よ
り
同
物
品
の
関
税
削
減
・

撤
廃
に
つ
い
て
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
が
、
現
在
は
中
断
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）�炭
素
国
境
調
整
措
置（
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｍ
：Carbon Border A

djustm
ent 

M
echanism

）：
２
０
２
１
年
７
月
14
日
、
欧
州
委
員
会
が
、２
０

３
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
で
あ
る
１
９
９
０
年
比
で
最

低
55
％
削
減
に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
環
と
し
て
発
表
し
た
。

２
０
２
３
年
１
月
か
ら
報
告
制
度
開
始
、
２
０
２
６
年
か
ら
本
格

運
用
開
始
を
目
指
す
。

（
注
３
）�直
近
の
三
極
貿
易
大
臣
会
合
（
２
０
２
０
年
１
月
14
日 

於
、
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
）に
お
い
て
は
、
産
業
補
助
金
に
つ
い
て
既
存
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル

ー
ル
を
強
化
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
新
た
な
禁
止
補
助
金
の
追

加
や
通
報
制
度
の
改
善
な
ど
具
体
的
な
内
容
に
合
意
し
た
。
加
え
て
、

強
制
技
術
移
転
措
置
を
防
ぐ
規
律
の
要
素
や
、
強
制
技
術
移
転
に
対

処
す
る
必
要
性
に
関
し
他
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行

い
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
構
築
す
る
必
要
性
等
、
有
害
な
強
制
技
術
移

転
を
止
め
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

ンゴジ・オコンジョ=イウェアラWTO事務局長との懇談
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